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立川第五中学校整備基本計画策定に向けた意見交換会での意見要旨 

 

日時 会場 参加者 発言者 
意見提出者 

(アンケート) 

令和４年７月 27日（水） 

19：00～20：00 立川第五中学校 

格技室 

４名 ４名 ４名 

令和４年７月 30日（土） 

10：00～ 【中止】 
０名 ０名 ０名 

計 ４名 ４名 ４名 

７月 30 日（土）は、参加を予定していた方が当日キャンセルになり、参加者０名となりまし

た。 

 

１．主なご意見 

●工事の進め方・スケジュールについて 

意見 

校庭に３年間仮設校舎が建っていると、中学校生活の３年間ずっと校庭が十分に使えない学

年が出てきてしまいます。学校の南側にある公園などの土地を使えないでしょうか。 

回答 

新校舎を敷地内の南側に建設することで、工事中は既存校舎を使うという方法も一つの案と

して考えています。民間の土地や近隣の学校を借りるなど運用面での可能性も検討して、学

校教育に支障がなるべく出ないように整備を進めます。 

 

意見 

代替地も含めて検討してください。ぜひ国有地の活用を視野に入れてほしいです。 

回答 

敷地の中での配置を検討し始めたところですので、国有地の活用は検討していません。 

 

意見 

地域住民や生徒の意見をどのように反映するのでしょうか。早くて令和５年に設計を始める

のであれば、地域の拠点としての活用について今年度に話し合う必要があると思います。 

回答 

今回の意見交換会も地域住民の方の意見を聞く場であり、現在策定中の基本計画への反映を

考えております。また、設計の段階でも今回の意見交換会と同様の場を設けて意見を聞いて

いきます。 

 

意見 

教職員の意見はどのように反映されるのでしょうか。 

回答 

校長も参加する検討委員会の場で検討しているため、教職員の意見が反映されると考えてい

ます。個別に教職員の意見を聞く場を設けるかについては検討します。  
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意見 

今回の意見交換会について、自治会の回覧が回っていない家があります。 

回答 

立川第五中学校の学区域の自治会に回覧しましたが、発送の時期が遅れて回覧が回りきって

いない可能性があります。自治会の回覧は重要な周知方法であると認識していますので、今

後は早く周知できるように検討します。 

 

意見 

具体的な話が出てこないとイメージがわかないので、詳細が決まるたびに情報提供をしてく

ださい。 

回答 

事業の進捗に合わせて説明会を開催して地域住民の方の意見を聞いていきます。 

 

●建替え後の校舎や校庭等について 

意見 

校舎だけではなく体育館も建替えますか。 

回答 

体育館も建替えます。 

 

意見 

既存校舎は３階建てですが、新しい校舎を４階建て以上とする考えはありますか。 

回答 

既存校舎の高さは 12ｍを超えていますが、現状の法令での高さ制限は 12ｍとなっており、

高さ制限内になるように設計すると、３階建てか４階建てになると考えています。 

 

意見 

普通教室を現状より広くして総面積を３％削減できるのでしょうか。立川第五中学校の圏域

は、住宅が建築・販売されていて、子育て世代の流入が見込まれます。新校舎が完成した後

に、教室不足とならないようにしてください。 

学校は学びの場であることが一番ですが、避難所として地域住民も利用するので、床面積を

減らさないように検討してください。 

回答 

増築を繰り返すことで生じた渡り廊下などの共用スペースを削減することで、３％の削減は

可能であると考えています。新校舎はどれくらいの床面積が必要なのか、具体的に検討して

いるところです。新校舎が完成した後に教室が足りないという事態にならないように、人口

推計なども踏まえたうえで事業を進めます。 

 

意見 

生徒の体が昔に比べて大きくなっていますが、体の大きさの将来的な変化も考慮して教室の

面積を決めているのでしょうか。 

回答 

令和４年３月に策定しました立川市学校施設標準仕様では、中学校の普通教室は約 72 ㎡と

しています。現状より大きい新 JIS 規格の机を 40 人分、間隔をあけて配置する想定で算出

しました。また、特別教室についても必要な面積を確保します。  
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意見 

第九小学校の大規模改修工事の後には、校庭の砂が石を砕いたような砂になってしまいまし

た。工事前とは違い、転んだ時に擦りむきやすく、危ないと感じました。立川第五中学校も

整備後には第九小学校と同様の校庭になってしまうのでしょうか。 

回答 

校舎建替えに伴う校庭整備は、大規模改修工事に伴う校庭整備と異なり、全面的に土を入れ

替えます。令和２年度に建替えが完了した若葉台小学校と同様に、立川第五中学校も校庭を

整備します。 

 

意見 

授業や部活動などの音が気になる近隣住民もいますが、防音対策は検討していますか。生徒

がのびのびと活動する観点からも重要であると思います。 

回答 

日常の教育活動の音に特化した対策は金額も高額になるため、ご意見については総合的に判

断したいと思います。 

体育館にも空調を設置することにより窓を閉めて活動することが可能であるため、普段の教

育活動の音が多少は軽減できると考えています。 

 

●周辺環境、道路、安全対策について 

意見 

東側の道路は車の交通量も多いため、セットバックして通りやすくするなど、学校周辺のこ

とも考えて整備してください。 

回答 

市の条例等により東側道路はセットバックする必要があります。東側以外の道路も生徒の安

全が確保できるように整備する予定です。 

 

意見 

工事車両と一緒に生徒が登下校するのは危ないと思います。 

回答 

登下校の時間と工事車両の往来時間を分けるほか、交通誘導員を配置するなどの工夫をして

対応します。 

 

意見 

近隣住民は、工事が始まってからの騒音について心配しています。 

回答 

特に既存校舎等の解体時には大きな音が出るため、近隣住民に配慮して工事を進めます。解

体工事の振動が周辺住宅に影響があるかを事前調査して対応することも考えています。事業

の進捗に合わせて説明会を開催し、地域の方の意見を聞いていきます。 

 

●防災の観点について 

意見 

開校した頃には残堀川が氾濫して校庭が使えないことがありました。現在は整備されている

ので川の水が溢れることはないと思いますが、水害に強い学校を整備してください。新清掃

工場は嵩上げをして整備しています。 
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回答 

高さ制限により嵩上げは難しいため、嵩上げをしなくても水害に耐えられる建物にしたいと

考えています。立川第五中学校は、水害時には浸水の可能性があるため避難所となっていま

せん。周辺の土地が低い中、立川第五中学校の土地だけ嵩上げすると、周辺に水が流れてし

まう可能性もあるため、総合的に判断して計画を進めていきます。 

 

２．提出意見（アンケート） 

 参加者が少なく残念ですが、その分意見交換が十分にできたのは良かったと思います。 

 今後も意見交換会を開いて、地域住民の意見等を聞いてほしいです。 

 参加者が少ないのが残念でした。子どもの意見、教員、地域住民の声を十分に反映され

ることを願います。 

 道路が狭いので周りの住民は心配しています。土地を借りることが可能であれば、他の

土地に生徒を移動させて、工事することを希望します。 

 

【出席者の属性】 

中学校との関係 ７月 27日（水） ７月 30日（土） 

立川第五中学校生徒の保護者 ０名 ０名 

立川第五中学校に入学予定の子どもの保護者 ０名 ０名 

保護者以外で砂川町、上砂町又は一番町在住者 ４名 ０名 

その他 ０名 ０名 

計 ４名 ０名 

 

住所 ７月 27日（水） ７月 30日（土） 

砂川町 ２名 ０名 

上砂町 ０名 ０名 

一番町 １名 ０名 

砂川町、上砂町又は一番町以外で立川市内 １名 ０名 

立川市外 ０名 ０名 

計 ４名 ０名 

 


